
『新技術について』

１．千葉県の新技術活用に向けて

   民間等で開発された新技術(工法･材料・機械等)の活用について、安全安心の確保・   

コスト縮減・環境負荷の低減等、並びに品質の向上を図る上からも必要と考えており、

国の「公共工事等における新技術活用システム」も参考に、新技術の積極的な活用を  

図っていくこととしています。 

２．民間技術の活用普及

 民間で開発された新技術については、技術管理課が窓口となり、安全性・経済性・ 

   施工性・強度・耐久性等の機能や性能等の室内試験データー、使用実績等を確認した 

後に、県庁内ホームページへの掲載、開発企業による新技術発表会や県による講習会 

等を通じて県、市町村、設計コンサルタント等に対して情報提供し、公共工事への活 

用・普及を図っているところです。 

     なお、公共事業でのコスト縮減、品質の確保、環境保全等、様々な課題に対応して 

いく上で、民間事業者等が開発した有効な技術を積極的に活用することは極めて有効 

   であり、国においては｢新技術情報提供システム(NETIS：ネティス)｣が運用されてい 

ます。 

３．千葉県における新技術の取り組み状況

  効率的な公共事業の執行を図るため｢コスト縮減｣の推進や環境への負荷を少なくす 

る｢資源循環型社会｣の構築が求められており、県ではリサイクル材の活用等に関する   

新技術の導入を進めております。 

①エコセメント(JIS R5214)

      エコセメントとは、エコロジーとセメントの合成語で都市ごみ焼却灰や下水汚泥を 

  主原料として製造された資源リサイクル型セメントです。 

      普通ポルトランドセメントとほぼ同等の品質を有することから、県では平成１４年 

 度から千葉県型コンクリート二次製品で原則使用しています。 

②溶融スラグ(JIS A5032)

      溶融スラグとは、市町村等の一般廃棄物の焼却灰を高温で溶融し、細粒化したもの 

です。 

      県ではアスファルト舗装用合材の細骨材に混合し、平成１７年度から県発注の単独 

 事業に溶融スラグ入りアスファルトの義務付け利用を推進、平成１８年７月｢道路用 

 溶融スラグ｣のJIS化に伴い適用基準を改訂し、国庫補助事業にも同合材の使用を義  

   務付けています。 
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①新技術とは？
・従来使われていない工法、又は、

県の歩掛り・単価の設定されて
いない新たな工法・材料・機械
等をいう。

②新技術の受付
・技術管理課で企業の提案を聴取

して受理する。

③新技術の周知

県職員に対しては、県庁内ホームペー
ジに掲載（新技術情報）

市町村職員に対しては、(公財)千葉県
建設技術ｾﾝﾀｰ（CCTCnet）から提供

新技術発表会（年2回）において、
ホームページに掲載された中から新工
法、材料等を県市等の職員に対する情
報提供

県庁内ホームページによる周知県庁内ホームページによる周知



建設技術センター(情報共有サイト)
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建設技術センターと共同で、

新たに提案のあった新技術・
新工法について、各社等から
その特徴等を説明する発表
会を開催

新技術・
新工法発表会
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